
役場の窓辺から yakuba no madobe kara
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高
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｢
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詐
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に
ご
注
意
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だ
さ
い
。

　
「
一
億
総
活
躍
社
会
」
の
実
現

に
向
け
、
賃
金
引
上
げ
の
恩
恵
が

及
び
に
く
い
所
得
の
少
な
い
高
齢

者
の
方
に
対
し
て
、「
高
齢
者
向

け
の
給
付
金
」（
年
金
生
活
者
等

支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
）
が
支
給

さ
れ
ま
す
が
、
以
下
の
点
に
ご
注

意
願
い
ま
す
。

「
高
齢
者
向
け
の
給
付
金
」
に
関
し
て
、

●
市
区
町
村
や
厚
生
労
働
省
な
ど

が
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
銀
行
・
コ
ン
ビ
ニ

な
ど
の
現
金
自
動
支
払
機
）
の

操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と
は
、

絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

●
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
自
分
で
操
作
し
て
、

他
人
か
ら
お
金
を
振
り
込
ん
で

も
ら
う
こ
と
は
絶
対
に
で
き
ま

せ
ん
。

●
市
区
町
村
や
厚
生
労
働
省
な
ど

が
、「
高
齢
者
向
け
の
給
付
金
」

の
支
給
の
た
め
に
、
手
数
料
な

ど
の
振
込
を
求
め
る
こ
と
は
絶

対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

●
厚
生
労
働
省
が
住
民
の
皆
様
の

世
帯
構
成
や
銀
行
口
座
の
番
号

な
ど
の
個
人
情
報
を
照
会
す
る

こ
と
は
、絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ご
自
宅
や
職
場
な
ど
に
市
区
町

村
や
厚
生
労
働
省
の
職
員
な
ど
を

か
た
っ
た
電
話
が
か
か
っ
て
き
た

り
、
郵
便
が
届
い
た
ら
、
迷
わ
ず
、

お
住
ま
い
の
市
区
町
村
や
最
寄
り

の
警
察
署
（
ま
た
は
警
察
相
談
電

話
（
♯
９
１
１
０
））
に
御
連
絡

く
だ
さ
い
。
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務
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・
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区名 氏名（敬称略）

接岨 中村　俊行
大間 望月　静馬
奥泉 中井澤由一
大谷 山下　安男
沢間 大村雄一郎
桑野山 中村　　裕
平栗 鈴木　泰行
寺馬 仲野　康彦
千頭西 神谷　　功
千頭東 殿岡　邦吉
小長井 筑地　秀昭
上岸 森田　雅文
前山 山本　茂樹
田代 筒井圭以介
柳三 鳥澤　一弘
崎平 竹野　　康
青部 松岡　政臣

区名 氏名（敬称略）

坂京 中野　浩和
洗富小幡 中澤惠市郎
藤川 相村　健司
水川 塚本　勝彦
上長尾 原　　洋介
高郷 小坂　泰夫
八中 藤森　　勝
梅高 橋本　洋介
下長尾 小坂　　進
瀬平 駒井　秀充
久保尾 大石　守廣
久野脇 中野　重男
地名 板谷　　信
下泉 前田　信男
壱町河内 杉山　嘉英
田野口 久保　　進
徳山 直里　哲次

　

４
月
14
日
、
本
年
度
第
１
回
の
区
長
連
絡
会
が
本

庁
会
議
室
で
開
催
さ
れ
、
34
人
の
区
長
に
委
嘱
書
が

交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
長
に
は
杉す
ぎ

山や
ま

嘉よ
し

英ひ
で

さ
ん（
壱
町
河
内
区
長
）が
、

副
会
長
に
は
筑つ
き

地じ

秀ひ
で

昭あ
き

さ
ん（
小
長
井
区
長
）と
板い

た

谷や

信し
ん

さ
ん（
地
名
区
長
）が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
１
年
間
、
地
域
の
舵
取
り
役
と
し
て
、
ま
た

行
政
と
の
橋
渡
し
役
と
し
て
、
地
区
の
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
取
り
ま
と
め
く
だ
さ
い
ま
す
。

「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
パ
イ
プ
役

28
年
度
区
長
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

ここにも、一つの物語。
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◆川根のみきてぃが綴る「ブログ版　川根本町エコティ日記」 http://eco2kawane.eshizuoka.jp/

神東美希（かんとう　みき）
平成 24年５月から川根本町エコツーリズムネッ
トワーク事務局を担当。この４月から一般社団法
人エコティかわねの事務局長としてエコツーリズ
ムを核とした様々なまちづくり事業を展開。

一般社団法人エコティかわね
川根本町桑野山424-6
電話：0547-58-7000
ファクス：0547-58-7001
E-mail:ecotkawane@gmail.com

エコティ
かわね 事

務局長

神東美希
の

先日、川根高校の２年生を対象
にエコパークやエコツーリ

ズムについてのお話をさせてい
ただきました。エコパークとは何
か、エコツーリズムとは何かを説
明し、「高校生の皆さんができるこ
と」をお伝えしました。

①自分の住んでいる地域を知
る。そのために家や学校の

外に積極的に出かけよう、人に会
おう !!　②地域を知った上で好き
なところ、悪いところを見つける。
この町に住んでいることに誇り
を持とう !!　③家族や友達と話し
合ってみる。思ったこと、感じたこ
とを伝えよう、共有しよう !!　④
「こんなのあったらおもしろい」を

提案。できることなら自身が企画・
実施まで !!

さて、生徒たちは今後の授業で
エコツアーのプランを考え

ていくそうです。そして10月には
実際にエコティの実施するツアー
を体験してもらう予定です。「百聞
は一見に如かず」。体験を通して、
エコツーリズムとはどんなものな
のか、なぜ必要なのかを感じても
らえればと思っています。

講演の最後の最後に私が一番
伝えたかったことをお話し

しました。「離れても川根を忘れな
いでね。いつか戻ってきてね」とい
うメッセージです。

「川根にいる間は『当たり前』
すぎて、その良さやあり

がたみに気づかないかもしれませ
ん。卒業後、この町を離れたとして
もできることはあります。皆さん
一人ひとりが川根本町の広告塔で
す。そして、一度離れてみて『やっ
ぱり川根がいいな』と思ったら、

いつか戻ってきてください。皆さ
んが戻ってくるときまで、私たち
がこの町を守っていきます。エコ
ツーリズムが職業の選択肢になる
よう、皆さんが活躍できる場を用
意してお待ちしています」。

故郷を離れ川根で暮らす私が
言える精一杯の言葉です。

「エコツーリズムっていいな、ガイ
ドやコーディネーターの仕事って
素敵だな」と憧れられるような存
在を目指します。

エコティ事務所の玄関マットを女性会
員で手作りしました。羊毛 100%の温
かみあるマットでお出迎えします。

土砂災害に備える土砂災害に備える
　６月は「土砂災害防止月間」です。
　命を守るため、日頃からの備えと早め早めの判断、町からの注意情報へご理解をお願いします。
▶危険箇所と避難経路の確認を
　日ごろから家の周りなどの危険箇所の状態に注意しておきましょう。
　また、避難場所や安全な避難経路の確認も重要です。
▶激しく降る雨に注意を
　１時間に20ミリ以上、または降り始めから100ミリ以上になったら要注意です。
　テレビ・ラジオの気象情報に注意しましょう。
▶土砂災害の前兆現象に注意を
（1）山鳴り、地鳴りがする。
（2）川の水が急に濁り、流木が混ざり、転石の音がする。
（3）雨が降り続いているのに川の水位が下がる。
（4）がけから小石がバラバラ落ちてくる。
▶早めの避難を
土砂災害警戒情報などが発表された場合、深夜であろうともかわねフォンや屋外子局などで住民の
皆さまへお知らせします。役場から避難勧告および避難指示が発令された場合、身を守るための行
動をお願いします。

▶危険・浸水箇所…【問】建設課・事業室　　☎（56）2227
▶避難場所・防災…【問】総務課・地域支援室☎（56）2220

（5）井戸や沢の水が濁る。
（6）がけや斜面から水が噴き出す。
（7）地面に亀裂や段差ができる。
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